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研究成果の概要（和文）：本研究では、古アジア諸語のアリュートル語およびコリマ・ユカギール語について、
言語再活性化のための基礎資料の拡充を進め、テキストおよび語彙資料の収集・分析を進めることができた。ま
た、ロシア地域で話される危機言語の辞書作成のための方法論の研究を通して得られた知見をもとに、用例つき
語彙データべースを作成することができた。これらの成果に基づき、アリュートル語については、現地コミュニ
ティでの使用にかなうよう、用例およびロシア語対訳つきの辞書を刊行した。また整備したテキスト資料の分析
を通して文法研究を進め、所有構造、否定、名詞化等に関する成果をまとめ、学会や学術雑誌等で発表した。

研究成果の概要（英文）：In this project, we expanded and analyzed primary data of two endangered 
Paleosiberian languages, Alutor and Kolyma Yukaghir, with the purpose both of linguistic research 
and language revitalization. For Alutor, we conducted field research in Kamchatka of East Siberia 
and recorded audio and video materials. We also studied the methodology for compiling a dictionary 
of an endangered language in Siberia. The outcome of the project includes a database of Alutor texts
 and vocabulary, a Nymylan-Russian dictionary with examples, Alutor and Kolyma Yukaghir texts with 
Russian translation, a set of research papers and presentations on some grammatical topics, such as 
possessive construction, negation, and nominalization.

研究分野： 言語学
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景 
	 古アジア諸語はシベリア地域で話される
おおよそ 11 言語からなる言語群で、その大
部分が消滅の危機に瀕している少数言語で
ある。シベリアという地域の特性上、1990
年代以前はロシア国外の研究者が調査をお
こなうことが困難であり、他の地域に比べ研
究が遅れている。以上を踏まえた上で本研究
の背景は以下の 3 点のようにまとめられる。 
 
（1） 調査の緊急性 
本研究で対象としたアリュートル語ならび
にコリマ・ユカギール語は話し手が少なく、
極めて危機的な状況にあるにもかかわらず、
記述研究ならびに再活性化に必要な基礎資
料が不足しているため、調査が可能なうちに
できるだけ多くの資料を収集・分析し、成果
を公開する必要がある。 
 
（2） 資料の重要性 
記述研究はもとより、言語の再活性化のため
には、音声・映像資料および文字資料が必要
とされる。文字資料としては、教科書（文法
書）、民話テキスト集とならんで、辞書が基
本的かつ不可欠である。 
 
（3） これまでの研究の概要 
アリュートル語の辞書はこれまで出版され
ておらず、またコリマ・ユカギール語に関し
ても学習者向けの簡易な辞書があるにすぎ
ず、話し手の実用に耐えうる辞書は出版され
ていない。研究代表者はロシア語訳を付した
語彙リスト（収録語数約 3000 語、用例なし）
（Nagayama 2003）、分担者は既存のテキス
ト資料の語彙を集積した日本語訳を付した
語彙集（収録語数訳 1200 語、用例つき）（長
崎・遠藤 2004）の作成をとおして、言語最
活性化と学術研究の両方の利用を視野に入
れた辞書編纂の準備を進めてきた。 
 
２．研究の目的 
（1） 資料の拡充 
これまでに収集された民話などのさまざま
な談話テキストを辞書作成に利用できるよ
うデータベース化するとともに、特にアリュ
ートル語については、民俗語彙（民族誌的な
知識を前提とする動植物や民具名称）の調査
や品詞情報の洗いなおしを目的とするフィ
ールド調査を行ないながら、資料を拡充して
ゆく。 
 
（2） 辞書作成の方法論の研究 
コミュニティーでの利用を想定した項目と
用例の選定、どのような文法情報を辞書に盛
り込むかといった内容に関する点、辞書づく
りに関わるコンピュータ・ソフトの有効利用
といった技術的な点に関する研究を進める。
（1）、（2）に関し、明らかになった事項につ
いては、学会発表や論文の形で成果を公開す
る。 

 
（3） 再活性化のための辞書の編纂 
話し手やその子孫が言語の再活性化に利用
しうるよう、ロシア語訳および用例つきの辞
書を編纂・出版する。 
 
（4） 語彙データベース作成 
コンピュータ上で利用できるよう語彙デー
タベースを作成し、印刷用に辞書としての体
裁を整えた上で PDF などの電子形式で公開
する。 
 
３．研究の方法 
本研究では消滅の危機に瀕するアリュート
ル語およびコリマ・ユカギール語について	
(1)各言語の資料の拡充、(2)辞書作成の方法
論の研究、(3)再活性化のための用例つき辞
書の編纂、(4)語彙データベース構築の 4 点
を目的として研究を進める。(1)については
フィールド調査ならびに文献調査により、
(2)(3)(4)については他言語の事例研究およ
び研究者間の意見・情報交換により達成する。
研究期間中は毎年 1度の研究打合せをおこな
い、必要に応じてネットワーク上の情報共有
により研究進捗状況の報告と意見交換をお
こなう。また、研究成果は学会等での研究発
表、学会誌などへの論文投稿の形で発表する
ほか、最終的な研究成果として、各言語につ
いて用例つきの語彙データベースを構築・公
開し、アリュートル語についてはロシア語対
訳つきの辞書を刊行する。	
	
４．研究成果	
(1)	平成 25 年度	
これまでに本研究の代表者永山ゆかり(北海
道大学)および分担者長崎郁(国立国語研究
所 )が収集した各言語のテキスト資料および
既刊のテキスト資料の整理・分析をおこな
った。具体的には語彙リストの作成のため
の準備として、コンピュータへの入力が終
了したテキストの一部に、品詞などの文法
情報や英訳・露訳の付与をおこなった。現
地調査はアリュートル語についてのみ実施
した。調査地はロシア連邦カムチャッカ地
方のぺトロパブロフスク・カムチャツキー
市および旧コリヤーク自治管区オリュート
ル地区のチリチキ村一円およびハイリノ村
で、約 1.5 ヶ月間にわたりアリュートル語に
おける各動詞語彙の品詞情報の再調査、	な
らびに民俗語彙の収集、過去に収集した音
声資料の文字化をおこなった。辞書作成の
方法論の研究として、辞書作成に関わるコ
ンピュータ・ソフト(Field	 Works)の有効利
用や、それにともなうテキスト処理の方法
といった技術的な点についても研究を進め
た。また分析したテキスト資料をもとにそ
れぞれの言語の文法研究を進め、その成果を
学会発表〔永山 5 件、長崎 1 件〕ならびに論
文〔永山 2 件、長崎 3 件〕として公開した。
またテキスト資料の分析・調査を通して得ら



れた成果を図書（6）として刊行した。	
	
(2)	平成 26 年度	
引き続き、資料拡充のための既存のテキスト
資料の整理・分析をおこなった。本研究では
テキスト資料ならびに語彙資料を整理・分析
し、露訳を付すことが作業の大部分を占める
が、平成 26 年度はこれまでに翻訳および校
正の終了したテキストの露訳を見直し、その
一部をロシア語対訳付きのテキスト集とし
て出版した〔図書（3）、（4）〕ほか、アリュ
ートル語のテキスト資料調査で得られた成
果を分担執筆の形で刊行した〔図書（5）〕。
現地調査については、アリュートル語につい
てのみ実施した。ロシア連邦カムチャッカ地
方からアリュートル語の母語話者を日本へ
招へいし、過去に収集した音声資料の分析な
らびにテキスト資料出版のための再確認作
業をおこなった。また、辞書に記載するべき
項目ならびに用例の選定基準について、すべ
ての動詞に用例をつけるという基本方針を
決定した。また、時間と予算の制限から英訳
の付与を断念して露訳の整備に重点を置く
ことに決定した。さらに、ロシアにおける少
数言語の辞書作成の実績がある研究者の意
見を参考に、辞書作成に関わる共通の技術上
の問題点について整理した。分析したテキス
ト資料をもとにそれぞれの言語にかんする
文法研究を進め、その成果を国際学会等での
口頭発表〔永山 5 件、長崎 5 件〕ならびに論
文〔永山 2 件、長崎 3 件〕として公開した。	
	
(3)	平成 27 年度	
アリュートル語、コリマ・ユカギール語に加
え、セリクープ語に関する調査研究をおこな
った。引き続き、これまでに収集した各言語
のテキスト資料および語彙資料について整
理・分析を進めたほか、電子化の進んでいな
かった資料をデータベース化した。現地調査
はアリュートル語についてのみ実施した。ロ
シア連邦カムチャッカ地方パラナ村におい
て、永山が過去に収集した音声資料の分析な
らびに新たなテキスト資料を収集した。新た
に調査対象としたセリクープ語について、長
崎が基礎語彙の整理と分析を行なった。また、
動植物名について現地生物学者らの協力を
得て、学名の確認を行なった。これにより得
られた成果の一部は、北海道大学大学院文学
研究科の助成を得て、〔図書（2）〕として刊
行した。辞書作成の方法論については、技術
的な問題や編集方針に関して議論をおこな
ったほか、論文やデータベース等から事例研
究をおこなった。分析した資料をもとにそれ
ぞれの言語に関する文法研究を進め、その成
果を学会等での口頭発表〔永山 2 件、長崎 2
件〕ならびに論文〔長崎 1 件〕として公開し
た。	
	
(4)	平成 28 年度	
アリュートル語、コリマ・ユカギール語、

セリクープ語に関する調査研究をおこない、
引き続き、既存のテキスト・語彙資料の整
理・分析を進めた。言語調査はアリュートル
語についてのみ実施し、ロシア連邦カムチャ
ッカ地方からアリュートル語の母語話者を
招へいし、辞書編纂のための最終確認作業を
おこなった。具体的には、データベースに保
存されている語彙の中から出版向けに抽出
した約 5300 語につき、発音・表記ならびに
用法を確認し、必要に応じて新たな用例を
収集して採録した。辞書作成の方法論につい
ては、ロシアにおける少数言語の辞書作成の
事例研究にもとづき、また辞書作成の実績
がある研究者らと相談し、辞書の構成につい
ての方針を決定した。これらの調査・研究に	
より得られた成果は図書（1）として出版し
た。	
また、分析した資料をもとにそれぞれの言
語に関する文法研究を進め、その成果を学会
〔永山 3 件、長崎 1 件〕および論文〔永山 1
件、長崎 1 件〕として発表した。ほかに、印
刷中の論文が 1 件ある。また「北方の言語と
文化にかんするシンポジウム:北方の人と動
物」を開催し、永山、長崎がそれぞれ口 頭
発表をおこなった際に、藤代節（神戸市看護
大学）をコメンテーターとして招へいしたほ
か、研究交流をおこなった	
	
５．主な発表論文等	
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）	
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